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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年5月9日(2013.5.9)

【公開番号】特開2013-37347(P2013-37347A)
【公開日】平成25年2月21日(2013.2.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-009
【出願番号】特願2012-142183(P2012-142183)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    １１２　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月25日(2013.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤を収納する現像剤収納ユニットであって
　収納した現像剤を排出するための開口を備えた可撓性容器と、
　前記開口を封止するとともに巻き取られることによって前記開口を露出する封止部材と
、
　前記封止部材に取り付けられ前記封止部材を巻き取ることにより開封する開封部材と、
　を備えることを特徴とする現像剤収納ユニット。
【請求項２】
　前記可撓性容器が袋であることを特徴とした請求項１に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項３】
　前記開封部材を収納する枠体を有することを特徴とする請求項１又は２に記載の現像剤
収納ユニット。
【請求項４】
　前記枠体は前記可撓性容器を固定する固定部を有することを特徴とする請求項３に記載
の現像剤ユニット
【請求項５】
　前記可撓性容器がシートで構成されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか
に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項６】
　前記シートの厚さは０．０３ｍｍ～０．１５ｍｍであることを特徴とする請求項５に記
載の現像剤収納ユニット。
【請求項７】
　前記可撓性容器は、通気性を有する部分と通気性を有しない部分とを有することを特徴
とする請求項１から６のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項８】
　前記可撓性容器は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）、
ポリプロピレン（ＰＰ）のいずれかを含むことを特徴とする請求項１から７のいずれか１
項に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項９】
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　前記封止部材は一端が前記開口の周囲と接合部で接合されており、
　前記接合部を剥離し始める時に、
　前記封止部材の、前記接合部に接合された面と移動方向に沿った面との挟角は、９０度
以下であることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニット
。
【請求項１０】
　前記可撓性容器には枠体の固定部に固定される被固定部を備えたことを特徴とする請求
項１から９のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項１１】
　前記可撓性容器は被固定部を有し、前記被固定部は枠体の固定部に固定される連結部材
を介して前記枠体に固定されることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載
の現像剤収納ユニット。
【請求項１２】
　前記固定部は、前記封止部材の移動方向と略垂直な方向に沿って設けられていることを
特徴とする請求項４記載の現像剤収納ユニット。
【請求項１３】
　前記封止部材は前記固定部に近い側から剥がれることを特徴とする請求項４記載の現像
剤収納ユニット。
【請求項１４】
　現像剤を収納する現像剤収納ユニットであって、
　収納した現像剤を排出するための開口を備えた可撓性容器と、
　前記開口を覆うように封止するとともに移動されることによって前記開口を露出する封
止部材と、
　前記封止部材に取り付けられ前記封止部材を移動させる開封部材と、
　前記開封部材を収納する枠体と、を備え、
　前記枠体が前記可撓性容器を固定する固定部を有することを特徴とする現像剤収納ユニ
ット。
【請求項１５】
　前記封止部材は一端が前記開口の周囲と接合部で接合されており、
　前記接合部を剥離し始める時に、
　前記封止部材の、前記接合部に接合された面と移動方向に沿った面との挟角は、９０度
以下であることを特徴とする請求項１４記載の現像剤収納ユニット。
【請求項１６】
　前記可撓性容器には前記枠体の前記固定部に固定される被固定部を備えたことを特徴と
する請求項１４又は１５に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項１７】
　前記可撓性容器は被固定部を有し、前記被固定部は前記枠体の前記固定部に固定される
連結部材を介して前記枠体に固定されることを特徴とする請求項１又は２に記載の現像剤
収納ユニット。
【請求項１８】
　前記固定部は、前記封止部材の移動方向と略垂直な方向に沿って設けられていることを
特徴とする請求項１４から１７に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項１９】
　前記封止部材は前記固定部に近い側から剥がれるように前記開封部材に巻き取られるこ
とを特徴とする請求項１４から１８のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項２０】
　前記開封部材と、前記開口と、固定部と、を通り、前記開封部材の回転軸に垂直な平面
を見た時に、前記開口部を挟んで対向する接合部のうち、前記封止部材の表面に沿ってみ
た場合に、返し部に近い側の接合部を第一の接合部とし、前記第一の接合部のなかで開口
部に近い側の端部の点を第一の点として、
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　前記開口を含まない方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記可撓性容器に沿って
測った距離をＭ１、
　前記開口を含む方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記可撓性容器に沿って測っ
た距離をＭ２、として、
　Ｍ１＜Ｍ２を満たすことを特徴とする請求項１から請求項１９のいずれか１項に記載の
現像剤収納ユニット。
【請求項２１】
　画像形成に用いられる現像剤を収納する現像剤収納ユニットであって、
　前記現像剤収納ユニットは、
　収納した現像剤を排出するための開口部を備えた可撓性容器と、前記可撓性容器に接合
部で接合し前記開口部を封止するとともに移動されることによって前記開口部を露出する
封止部材と、を有する現像剤収納容器と、
　前記現像剤収納容器と前記封止部材とを収納する枠体と、
　前記枠体に回転可能に設けられ、回転軸に前記封止部材を巻きつけることで前記封止部
材を前記現像剤収納容器から剥がして前記開口部を開封するための開封部材と、を備え、
前記封止部材は、前記封止部材の表面に沿ってみた場合に、前記接合部と前記開封部材が
取り付けられている部分との間で返し部があり、
　前記枠体は、前記開封部材が移動する際に前記可撓性容器の移動を抑制するための固定
部を備え、
　前記開封部材と、前記開口部と、前記固定部と、を通り、前記開封部材の回転軸に垂直
な平面を見た時に、
　前記開口部を挟んで対向する前記接合部のうち、前記封止部材の表面に沿ってみた場合
に、前記返し部に近い側の接合部を第一の接合部とし、前記第一の接合部のなかで開口部
に近い側の端部の点を第一の点として、
　前記開口部を含まない方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記可撓性容器に沿っ
て測った距離をＭ１、
　前記開口部を含む方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記可撓性容器に沿って測
った距離をＭ２、として、
Ｍ１＜Ｍ２を満たすことを特徴とする現像剤収納ユニット。
【請求項２２】
　前記開口部を挟んで前記第一の接合部に対向する接合部を第二の接合部とし、
　前記第一の接合部のなかで前記開口部から遠い側の端部の点を第二の点、
　前記第二の接合部のなかで前記開口部から遠い側の端部の点を第三の点として、
　前記開封部材により前記第一の接合部での接合が開封される時に、
　前記開封部材が前記封止部材に力を与える部分を力点部、とし、
　前記第二の点と前記第三の点との距離をＬ１
　前記第二の点と前記力点部との距離をＬ２として、
Ｌ１＜Ｌ２を満たすことを特徴とする請求項２１に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項２３】
　前記開封部材が前記封止部材を移動させ開封動作を行う前の時と、前記開封動作を開始
し前記第一の接合部での接合が開封される時とで、前記現像剤収納容器の位置が変化する
ように、前記可撓性容器は前記枠体に固定されていることを特徴とする請求項２１又は２
２に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項２４】
　現像剤を収納する為の現像剤収納容器であって、
　前記現像剤収納容器は、
　前記現像剤を排出するための開口部を備えた可撓性容器と、前記可撓性容器に接合部で
接合し前記開口部を封止するとともに移動されることによって前記開口部を露出すること
が可能な封止部材と、を備え、
　前記封止部材の一端側に、前記封止部材を移動させて開封するための開封部材に係合さ
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れる被係合部が設けられ、
　前記可撓性容器は、前記開封部材による開封動作の際に前記可撓性容器の移動を抑制す
るために現像剤収納容器を収納する枠体に固定される被固定部を備え、
　前記被係合部と、前記開口部と、前記被固定部と、を通り、前記封止部材の平面に垂直
な平面を見た時に、
　前記開口部を挟んで対向する前記接合部のうち、前記封止部材の表面に沿ってみた場合
に、前記被係合部に近い側の接合部を第一の接合部とし、前記第一の接合部のなかで開口
部に近い側の端部の点を第一の点として、
　前記開口部を含まない方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記現像剤収納容器に
沿って測った距離をＭ１、
　前記開口部を含む方向に、前記固定部から前記第一の点まで前記現像剤収納容器に沿っ
て測った距離と前記開口部との和をＭ２、として、
Ｍ１＜Ｍ２を満たすことを特徴とする現像剤収納容器。
【請求項２５】
　潜像を現像するための現像剤を担持する現像剤担持体を備えることを特徴とする、請求
項１から２３のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニット。
【請求項２６】
　画像形成装置本体に着脱可能としたプロセスカートリッジであって、
　請求項１から２３、２５のいずれか１項に記載の現像剤収納ユニットと電子写真感光体
とを一体としたプロセスカートリッジ又は、請求項２４に記載の現像剤収納容器と電子写
真感光体とを一体としたプロセスカートリッジ。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のプロセスカートリッジを備えることを特徴とする電子写真画像形成
装置。
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